
令和８年度 実施 設計書

審査者 設計者

構内整備 1 式

建物清掃 1 式

緊急点検 1 式

除雪 1 式

取水口除塵 1 式

１．工　期：　　 当 初 令和 ８年 ４月 １日  ～ 令和 ９年 ３月 31日

前 回 令和　 年　 月　 日  ～ 令和　 年　 月　 日

変 更 令和　 年　 月　 日  ～ 令和　 年　 月　 日

２．その他 単価適用日：令和 ８年 ３月 １日

摘

要

山形県企業局

位 置 西置賜郡飯豊町大字高峰外　地内

委

託

概

要

発 電 所 名 白川発電所

委 託 名 維持管理業務委託

金抜設計書



R8.2.4以降適用Ver2.

Ⅰ （必須）

（必須）

（必須）

建築保全業務積算要領 （必須）

（必須）

Ⅱ ＩＣＴ建機による施工

Ⅲ 施工地域を考慮した共通仮設費率の補正及び計算

Ⅳ

施工地域を考慮した現場管理費率の補正及び計算

Ⅴ

Ⅵ 継続的に時間的制約を受ける場合の労務費の補正

Ⅶ 工期始 11月 工期末 3月 冬期屋外工事に関する歩掛の補正

Ⅷ

図面

土質

水位

その他 （ ）

Ⅸ

図面

土質

水位

交通誘導警備員Ａ 配置人数 15 人・日  

交通誘導警備員Ｂ 配置人数 6 人・日  

ポンプ排水 運転日数 5 日  

工事用除雪 地域区分 C

その他 （ ）

Ⅹ

Ⅺ

Ⅻ その他

※入札参加者への留意事項

①

②

③

④

⑤

令和７年度改定版

(令和５年11月８日改定)

施工時期、工事期間等を考慮した現場管理費率の
補正（積雪寒冷地域で施工時期が冬期となる場合）

工期

一般交通影響有り(2)-1

市街地(DID補正)(1)-1

12月1日～3月31日までの工事期間

令和７年度版

令和５年３月30日以降適用

国土交通省版【河川・道路編】

水道事業実務必携

令和７年度版

「積算に関する条件明⽰書」（参考資料）

明　示　項　目 明　示　事　項　（　条件及び内容　）

適用する土木工事
標準積算基準書

国土交通省版【共通編】

原則として、本書並びに別添（参考資料）以外の積算条件に関する質問には、回答できません。
特にⅡからⅦの「各種補正」の補正値と『見積単価等一覧表』以外の「設計単価等」の金額に関する質問には、回答でき
ません。

水位に関するデータの有無

本書並びに別添（参考資料）の有効期間については、この工事の入札日までとする。

本書、別添（参考資料）並びに設計数量計算書については、建設工事請負契約約款第１条第３項に定める「契約約款及
び設計図書に特別の定めがある場合」にあたるものではない。
本書に掲載する以外の積算条件は、別添（参考資料）に基づくものとし、別添（参考資料） を閲覧に供していない場合に
は、本書のみが積算条件を明示するものである。
本書及び別添（参考資料）は、発注者の積算条件を示すための資料であり、「入札参加者の自由な価格設定」及び「請負
後の施工条件を拘束」するものではない。

見積等による設計単価の明示が［あり］の場合は、「見積単価等一覧表」を参照
見積等による設計単価
の明示

以下に記載する『別添（参考資料）』とは、いわゆる『単価表まで明示した閲覧用設計書』及び『見積単価等一覧表』（見積等に
よる設計単価の明示がある場合）を示す。

・共通仮設費、現場管理費、一般管理費の率は「令和７年度水道事業実務必携」による

見積等による歩掛の明示が［あり］の場合は、「見積歩掛等一覧表」を参照
見積等による歩掛
の明示

土質に関するデータの有無（柱状図等）

水位に関するデータの有無

任意仮設はありません

任意仮設に関する参考図の有無

指定仮設はありません

指定仮設に関する図面の有無

土質に関するデータの有無（柱状図等）

指定仮設

任意仮設

共通仮設費の補正
(週休2日経費補正以外)

歩掛の補正
(週休2日経費補正以外)

夜間工事の労務費の
補正

ICT施工経費

時間的制約を著しく受ける

詳細は特記仕様書を参照

時間的制約を受ける
労務費の補正

現場管理費の補正
(週休2日経費補正以外)

なし あり

なし あり

なし あり

なし あり

なし あり

なし あり

なし あり

なし あり

なし あり

なし あり

なし あり

なし あり

なし あり

なし あり

なし あり

なし あり

なし あり

なし あり

なし あり

なし あり

なし あり























 数　量　計　算　書

工　種 種　別 算　　　　　　　　式 数　量 単位

構内整備

2 回

　Ａ＝540㎡/回（除草面積計算書参照）,連絡車運転 3 回

　Ａ＝1,212㎡/回（除草面積計算書参照）,連絡車運転 1 回

100 ｍ

2 回

　普通作業員　１人/回 2 回

　普通作業員　１人/回 2 回

建物清掃

所内清掃  Ａ＝564㎡/回 9 回

緊急点検

訓練１回 1 回

除雪

人力 2 回

人力 1 回

除塵工

５月～12月まで 1 回

建物及び
　周辺点検

発電所
(休憩室屋根)

取水口除塵

警報局

上段：当初
下段：変更

雪囲
　撤去・設置

構内清掃

北沢中継局
　取付道路除草

R8白川発電所維持管理

警報局・
　発電所除草

転落防止柵
　設置･撤去

入口門扉
　設置・撤去

資材小屋
　設置・撤去

山　形　県



白川発電所

①警報局除草

2.0ｍ

除草幅 2.0ｍ ･･･　Ｗ＝2.0×3＝6.0ｍ

面積 Ａ＝6.0×6.0－2.0×2.0＝32.0㎡

警報局：　西高峰局、北沢中継局、橋本局、赤岩局、手ノ子局　の５局

32.0㎡×5箇所＝160.0㎡

②警報板除草

1.0×2.0＝2.0㎡

2.0㎡×10箇所＝20.0㎡

③発電所入口道路脇除草

延長　180.0m

除草幅　2.0m

180.0ｍ×2.0ｍ＝360.0㎡　

警報局・発電所除草面積合計　①＋②＋③

Ａ＝160.0+20.0+360.0＝540.0㎡

北沢中継局取付道路除草

Ａ＝310㎡+612㎡+290㎡＝1,212㎡（図面より）

2.0ｍ

除草面積計算書

警報局舎



位 置 図

委託箇所



位 置 図

業務委託箇所



除草工箇所転落防止柵

周辺清掃箇所

休憩室屋根除雪
L=100m L=180m 除草幅2.0m

取水口除塵

作業図



警報板

⑤手ノ子局

①西高峰局

④赤岩局

③橋本局

②北沢中継局

警報板

警報板

警報板

警報板警報板

警報板

警報板

警報板

警報板

警報局・警報板位置図



作業箇所・範囲

作業範囲（変動有）

除塵作業箇所図



北沢中継局取付道路除草 箇所図



清掃面積　1F(298.8m2) ＋ B1F(225.3m2) ＋ B2F(40.7m2) ＝ 564.8m2

1/200

2F

B2F
1F

B1F

白川発電所平面図

： 清掃範囲

B2F 対象面積 40.7ｍ2

制水ゲート室

1F 対象面積 298.8ｍ2

B1F 対象面積 225.3ｍ2

※ 階段上は清掃範囲対象外



B１F清掃箇所
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Ｂ１Ｆ 対象面積 225.3ｍ2



１F清掃箇所

搬入床板室

ろ過装置室
給湯室

便所

廊下

工具室

休憩室
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6,750

19,500

10,700

1,000 1,000

2,300

4,000

3,800

2,300

1,350

1,300

1Ｆ 対象面積 A=298.8㎡

休憩室 13.5ｍ2

工具室 8.3ｍ2

便所 1.7ｍ2

給湯室 3.5ｍ2

廊下 10.0ｍ2

搬入床板室 184.8ｍ2

ろ過装置室 37.4ｍ2

制水ゲート室

9
,0
0
0

4,400

制水ゲート室 39.6ｍ2


